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「
安
曇
川
駅
周
辺
が
寂
れ

た
。
地
域
活
性
化
を
」
の
市

民
の
声
に
応
え
て
、

 

試
験
場
跡
地
利
用
に
、

安
心
し
て
入
れ
る
介
護
施
設

を
求
め
る
声
が
大
き
い
。
ま

た
、
障
が
い
者
施
設
・
児
童

館
等
の
要
望
も
。
旧
平
和
堂

店
舗
の
活
用
も
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
平
和

堂
の
社
会
的
責
任
を
求
め
、

全
体
を
福
祉
ゾ
ー
ン
に
す
る

こ
と
が
考
え
ら

れ
な
い
か
。

 
政
策
部
長

　

農
業
試
験
場

跡
地
に
つ
い
て

は
、
教
育
・
福

祉
の
振
興
の
た

め
に
取
得
し

て
お
り
ま
す

が
、
福
祉
施
設

に
つ
い
て
は
計

画
に
基
づ
き
市

内
全
体
で
の
調

整
を
図
っ
て
お

り
、
時
間
を
か

け
て
慎
重
に
取

り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

 

産
業
経
済
部
長

　

旧
平
和
堂
店
舗
跡
地
に
つ

い
て
は
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
平
和

堂
等
関
係
機
関
と
の
交
渉
を

続
け
ま
す
。

 

防
犯
灯
増
設
、
商
店
街

の
街
路
灯
の
管
理
・
更
新
に

市
の
責
任
と
支
援
を
。

 

政
策
部
長

　

防
犯
灯
は
、
防
犯
上
問
題

が
な
い
照
度
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

 

産
業
経
済
部
長

　

商
店
街
の
街
路
灯
は
現
在

商
工
会
が
適
正
に
管
理
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
安
全
な
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
助
言
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

四
季
折
々
の
花
等
で
、

駅
前
を
き
れ
い
に
明
る
く
整

備
を
。

 

土
木
交
通
部
長

　

市
職
員
と
管
理
委
託
先
に

お
い
て
、
引
き
続
き
適
正
に

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

公
共
交
通
の
充
実
は
、

地
域
活
性
化
に
直
結
し
て
い

安
曇
川
駅
周
辺
を
元
気
に

福
井　

節
子　

議
員

る
。
ド
ア
to
ド
ア
な
ど
利
便

性
高
い
公
共
交
通
の
抜
本
改

正
で
、
人
が
行
き
交
う
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
活
性
化
を
。

 

毎
年
バ
ス
運
行
業
者
と

協
議
を
行
い
、
運
行
ダ
イ

ヤ
の
改
正
や
フ
リ
ー
乗
降
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
運
行
状
況
の

検
証
を
行
い
、
持
続
可
能
で

効
率
的
な
バ
ス
体
系
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

養
護
学
校
卒
業
生
の
進
路

と
障
が
い
高
齢
者
の
処
遇

 

今
後
増
加
す
る
卒
業
生

の
進
路
保
障
と
、
障
が
い
を

持
つ
高
齢
者
の
介
護
施
設
整

備
を
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

障
が
い
者
が
出
来
る
限
り

地
域
で
働
き
、
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

障
が
い
者
専
用
の
介
護
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

制
度
で
一
定
の
体
制
が
整
っ

て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
新
た
な
施
設
整
備
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

議
会
の
真
価
が
問
わ
れ

る
よ
う
な
広
報
が
で
て
い
る

が
、
市
民
に
対
し
て
サ
ッ
カ

ー
場
用
地
を
取
得
す
る
に
至

っ
た
経
過
な
ど
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
事
業
が
唐
突
に
浮

上
し
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

る
が
、
議
員
に
説
明
さ
れ
た

も
の
が
議
案
提
出
に
な
っ
た

と
思
う
が
ど
う
か
。

 

政
策
部
長

　

こ
の
事
業
は
決
し
て
唐
突

に
提
案
し
た
も
の
で
は
な

く
、
今
津
総
合
運
動
公
園
の

活
性
化
、
更
に
宿
泊
施
設
等

へ
の
波
及
効
果
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
、
サ
ッ

カ
ー
場
の
整
備
に
つ
い
て
平

成
21
年
に
調
査
業
務
を
開
始

し
、
議
会
と
と
も
に
議
論
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
財
源

確
保
の
見
通
し
、
施
設
整
備

後
の
管
理
運
営
体
制
と
経
済

効
果
は
。

 

財
源
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
助
金
２
/
３
が
受
け
ら 

れ
た
場
合
、
残
り
の
１
/
３

に
合
併
特
例
債
を
充
て
る

と
、
そ
の
７
割
分
が
交
付
税

に
算
入
さ
れ
、
実
質
的
に
市

の
経
費
を
極
力
少
な
く
す
る

方
法
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、年
間
４
、２
０
０
万
円

の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
と

予
測
し
て
お
り
、
適
正
な
管

理
体
制
も
含
め
、
今
後
議
会

や
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
十
分
お
聞
き
し
、
ご
理
解

の
も
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

「
本
庁
舎
移
転
新
築
で

は
な
く
、
支
所
機
能
の
充
実

強
化
」
と
の
話
が
あ
る
が
、

各
支
所
を
合
併
当
時
の
状
態

に
戻
す
と
す
れ
ば
、
何
人
の

職
員
が
必
要
で
人
件
費
は
ど

れ
く
ら
い
必
要
か
。

 

保
健
師
等
の
専
門
職
を

除
き
、
一
般
行
政
職
で
１
４ 

５
人
の
増
員
が
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
に
見
合
う
人
件
費

は
単
年
度
で
約
10
億
8
千
万

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

 

行
政
区
域
が
大
き
な
市

で
あ
る
か
ら
、
各
地
域
の
実

情
に
相
応
し
い
適
正
な
規
模

の
支
所
機
能
を
早
急
に
確
定

さ
せ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
人
材
育
成
が
喫

緊
に
求
め
ら
れ
る
事
で
あ
っ

て
、
合
併
前
の
役
場
と
同
様

の
機
能
を
各
支
所
に
割
り
当

て
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

 

行
政
運
営
の
適
正
化
・

効
率
化
を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
観
点
か
ら
、
統
合

庁
舎
整
備
に
重
点
を
置
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

庁
舎
か
ら
離
れ
た
地
域
へ
の

き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
不
可
欠
で
あ
り
、

統
合
庁
舎
や
各
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行

い
、
方
向
性
を
詰
め
て
い
き

ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
経
過
と

市
庁
舎
に
つ
い
て

八
田　

吉
喜　

議
員

 

私
は
今
期
４
年
間
、
琵

琶
湖
の
水
環
境
と
生
態
系
の

保
全
は
、
本
来
の
機
能
を
失

っ
た
内
湖
の
再
生
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
、
ま
た
、
琵
琶

湖
交
付
税
の
一
部
投
入
な
ど

何
度
も
訴
え
ま
し
た
が
、
当

局
は
全
く
受
け
入
れ
る
事
な

く
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
先
般
「
琵
琶

湖
保
全
に
内
湖
活
用
」
と
い

う
見
出
し
で
新
聞
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
琵

琶
湖
の
水
質
保
全
を
担
っ
て

き
た
内
湖
の
役
割
を
再
評
価

し
、
生
態
系
の
再
生
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
琵

琶
湖
政
策
課
は
「
ビ
ジ
ョ
ン

で
示
さ
れ
る
機
能
回
復
を
そ

れ
ぞ
れ
の
内
湖
で
実
現
し
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
当
局

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

市
民
環
境
部
長

　

現
在
、
県
に
お
い
て
、
琵

琶
湖
周
辺
に
あ
る
内
湖
の
総

合
的
な
保
全
と
再
生
準
備
に

向
け
た
「
内
湖
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
市
内
で
は

松
ノ
木
内
湖
を
含
む
７
つ
が

対
象
と
な
り
、
目
指
す
べ
き

目
標
の
実
現
に
は
、
地
域
住

民
・
民
間
・
行
政
の
責
務
と

役
割
分
担
を
明
確
に
し
推
進

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
の
皆
様
の

お
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
と
し
て
の
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
島
市
道
路
整
備
に
つ
い

て 

平
成
21
年
6
月
に
作
成

さ
れ
た
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、
市
道
青
井
川
線

１
、８
０
０
ｍ
の
改
良
工
事

が
前
・
後
期
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、９
月
議
会

で
市
長
は
後
期
分
は
中
止

し
、
大
塚
南
市
線
を
優
先
す

る
と
発
言
。
今
後
の
取
り
組

み
は
。

 

土
木
交
通
部
長

　

青
井
川
線
改
良
工
事
は
、

道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ａ

ラ
ン
ク
に
位
置
付
け
、
平
成

22
年
度
か
ら
歩
道
整
備
等
の

道
路
改
良
工
事
に
着
手
し
、

平
成
25
年
度
末
に
上
小
川
交

差
点
か
ら
横
江
点
滅
信
号
間

が
完
成
予
定
で
す
。
な
お
、

横
江
点
滅
信
号
か
ら
湖
周
道

路
ま
で
の
残
り
の
区
間
に
つ

い
て
も
、
継
続
的
に
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、

本
路
線
の
早
期
完
成
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
実
情
を
見
極
め

な
が
ら
、
特
に
危
険
で
緊
急

性
の
高
い
路
線
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、
ま
た
優
先
度
を

考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
環
境
保
全
と

内
湖
の
役
割
に
つ
い
て

梅
村　

彦
一　

議
員

歩道整備等道路改良工事が進む市道青井川線

福祉施設への利用が求められる農業試験場湖西分場跡地

多くのサッカー利用者が訪れる今津総合運動公園




